
決算書掲載頁　217・219

子どもたちの｢確かな学力｣や｢豊かな心｣などをはぐくむための先進的な教育活動を推進する。
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直営 昭和47年度以前
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研究・実践の成果の測定と公表。
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委嘱校は研究内容を研究発表会で報告するとともに、他校へ成果を発信する。
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教職員の心身にわたる健康維持。
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細事業：教職員健康診断事業 99事業
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3

直営 昭和47年度以前 学校保健安全法第15条第1項

小・中学校教職員

受診内容を精査しながら継続実施していく。

A A A

一般財源

5,5834,058

1,525
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教職員の健康診断受診率を維持する。
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一人あたり
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0.00

110

46

4,077

-19

-19

0

0

0

395

414

0

0.06

0.00

8

4

-19



細事業：フロンティアスクール事業                  

１．フロンティアスクール事業 

次のとおり、新しい教育諸課題に対応するため、指導内容の組み立ての工夫や多様な指導方法の導入による個に

応じた教育の推進充実に努めるとともに、新しい教育課程の編成について研究・実践に取り組んだ小・中学校の活

動に対して、次のとおり助成（総額６３７,２００円）を行った。 

学 校 名 テ ー マ ・ 内   容 

長 野 小 学 校 

「生活を深める、豊かな学力の育成」～自ら進んで活用する力を育てる授業づくり 

 PISA型学力(義務教育で習得した知識や技能を、将来社会生活で直面するさまざまな課

題に活用する力)の育成を通して、「生活を深める、豊かな学力の育成」をめざし、自ら活

用する力を育てる授業づくりに取り組んだ。 

東 中 学 校 

『Newsの窓』の先行実施 ～新聞記事を素材にしたワークシートを用いて行う学習活動～ 

 新聞社配信のワークシートを用いて新聞記事を読み、要約や意見・感想を記述する等の

活動を行うことで、語彙力や表現力の基礎を定着させ、自分なりの考えをもつ習慣を付け

ることができた。 

 

細事業：教職員健康診断事業                     

１．教職員の健康診断 

学校保健安全法に基づき、市立小・中学校の教職員を対象に下記のとおり健康診断を委託実施した。 

健康診断種別 受診者数 受診率 健康診断種別 受診者数 受診率 

一般検診 513人 99.8％ 心電図検査 347人 99.7％ 

大腸がん検診 318人 91.3％ 頸肩腕検診 72人 86.7％ 

検尿 511人 99.4％    

 

 


